
３．河川流況・気象の動向
（２）河川流況 3）過年との比較 吉野川本川

阿波中央橋・西条大橋の河川水位のトレンド変化 流況(水位)曲線(H16～R5) 18
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４．河川水質への影響評価
（１）評価の目的と経緯

事業実施による変化の流れ

・柿原取水口、第十取水口からの取水により、
河川の流量・流速、滞留時間が変化し、この
ことにより水質に影響が生じる可能性が考
えられる。

・この水質の変化を予測するため、水質予測
モデル（生態系モデル）を作成し検討した結
果、すべての水質項目で「変化は小さい」と
の予測結果が得られた（令和元年度）。

・平成23年度の委員会において、取水開始前
10年間のデータを基に算出した「指標値」に
より監視していくことを決定した。

・柿原取水口からの取水開始から10年目とな

る今期は、モニタリング調査結果を基に、取
水開始前後での水質変化の有無について
検討する。

21

事業の実施
（取水口の統合による河川流量の変化）

水位・水面幅の変化
流量・流速・滞留
時間の変化

・河川水位の低下によ
る地下水位低下の可
能性

・揚水停止による地下
水位上昇（回復）

・水質変化の可能性

・動植物の生息・生育
状況の変化の可能性

予測・検討の対象 予測・検討の対象

予測・検討の対象



４．河川水質への影響評価
（２）評価方法

河川水質モニタリング地点図 22

地点

8地点
吉野川3地点：阿波中央橋、高瀬橋、第十堰貯水池内
旧吉野川4地点：藍園橋、市場橋、牛屋島橋、旧吉野川河口堰上流
今切川1地点：今切川河口堰上流

回数 月1回

モニタリング項目 BOD、COD、DO、T-N、T-P、クロロフィルa

R5減水区間



指標値の超過状況

４．河川水質への影響評価
（２）評価方法

23

今年度の影響評価地点

取水における減水区間
（今年度：高瀬橋地点）

モニタリング項目
モニタリング地点：８地点
吉野川３地点：阿波中央橋、高瀬橋、第十堰貯水池内、旧吉野川４地点：藍園橋、市場橋、牛屋島橋、
旧吉野川河口堰上流、今切川１地点：今切川河口堰上流

調査回数：年12回（月１回）
モニタリング項目：６項目（BOD、COD、DO、T-N、T-P、クロロフィルa）

〇今期の指標値の超過状況
・評価地点における指標値超過の有無

〇取水開始前後の指標値の超過状況

・指標値超過発生率の増減及び変化の有意
差検定（フィッシャーの正確確率検定）

〇取水開始前後の平均値
・平均値の増減及び変化の有意差検定（t検定）

今年度減水区間以外の地点
・第十取水口供用後を踏まえ、

データ蓄積



４．河川水質への影響評価
（２）評価方法 1)指標値の設定

水質の指標値

正規分布図で平均値±2σの中に 95.45%が入る

１０年間の
測定値を
整理

測定値を
自然対数
に変換

対数値での平均値、
標準偏差の計算か
ら指標値を算出

指標値の平均値±2σの計算

•DOは平均値－2σ。その他は平均値+2σ 24



○取水による減水区間にある高瀬橋地点では、CODが8月に指標値を超過した。

４．河川水質への影響評価 （３）水質モニタリングの結果
今期の指標値超過の発生状況

【高瀬橋】
COD:8月 
2.3(+0.1) 

【第十堰貯水池】
なし

【今切川河口堰上流】
COD:7月 4.1(+0.5)

【旧吉野川河口堰上流】
COD:7月 4.0(+0.3)

25

【牛屋島橋】
COD:7月 3.1(+0.2)

【市場橋】
T-P:7月 0.088(+0.008)

【藍園橋】
DO:9月 6.6(-0.5)

【阿波中央橋】
なし

R5減水区間



４．河川水質への影響評価 （３）水質モニタリングの結果
高瀬橋：BOD、COD、DO

26



４．河川水質への影響評価 （３）水質モニタリングの結果
高瀬橋：T-N、T-P、クロロフィルa

27



４．河川水質への影響評価 （３）水質モニタリングの結果
高瀬橋地点における指標値超過要因の考察：COD

28

＜モニタリング結果＞ 指標値2.23mg/Lに対して、８月測定値が2.3mg/L（0.07mg/Lの超過）

＜指標値超過要因の考察＞

○R5.8月は降雨日が多く、吉野川本川が増水しており、柿原堰及び第十堰共に全面越流してい

る期間が長く、採水日(8/29)においても上流や流域からの流入が多い日であった。

○影響区間上流に位置する阿波中央橋においても高瀬橋地点と同様の測定値が得られており、

河川の増水によるCODの上昇と考えられる。

2.4

2.3

1.9

指標値：2.75

指標値：2.23

指標値：2.61

採
水
日



○取水による減水区間にある高瀬橋地点では、柿原取水前後(H26.5～）で、水質の悪化を示

す傾向は確認されていない。

４．河川水質への影響評価 （４）取水開始前後の比較
取水開始前後の平均値（高瀬橋：かんがい期)

29

H16-H25 H26.5- H16-H25 H26.5- H16-H25 H26.5-

BOD平均値 0.730 0.627 0.103mg/L低下 あり COD平均値 1.610 1.490 0.120mg/L低下 あり DO平均値 8.735 8.668 0.067mg/L低下 なし

標準偏差
増減

F検定
等分散P>0.05

標準偏差
増減

F検定
等分散P>0.05

標準偏差
増減

F検定
等分散P>0.05

BOD標準偏差 0.232 0.154 0.078減少 不等分散 COD標準偏差 0.326 0.244 0.082減少 等分散 DO標準偏差 1.417 0.774 0.643減少 等分散

H16-H25 H26.5- H16-H25 H26.5- H16-H25 H26.5-

T-N平均値 0.843 0.697 0.146mg/L低下 あり T-P平均値 0.019 0.017 0.002mg/L低下 あり Chl-a平均値 2.580 2.331 0.249μg/L低下 なし

標準偏差

増減

F検定

等分散P>0.05

標準偏差

増減

F検定

等分散P>0.05

標準偏差

増減

F検定

等分散P>0.05

T-N標準偏差 0.232 0.146 0.086減少 不等分散 T-P標準偏差 0.326 0.275 0.051減少 等分散 Chl-a標準偏差 1.417 0.784 0.633減少 不等分散

かんがい期

増減 項目
t検定
有意差

P<0.05

平均値・中央値
項目

平均値・中央値

増減

t検定

有意差
P<0.05

増減
t検定
有意差

P<0.05

項目
平均値・中央値

増減
t検定
有意差

P<0.05

標準偏差 標準偏差 標準偏差

標準偏差 標準偏差 標準偏差

項目
平均値・中央値

項目
平均値・中央値

増減
平均値・中央値

増減

t検定

有意差
P<0.05

t検定

有意差
P<0.05

項目
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○取水による減水区間にある高瀬橋地点では、柿原取水前後(H26.5～）で、水質の悪化を示

す傾向は確認されていない。

４．河川水質への影響評価 （４）取水開始前後の比較
取水開始前後の平均値（高瀬橋：非かんがい期)
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H16-H25 H26.5- H16-H25 H26.5- H16-H25 H26.5-

BOD平均値 0.557 0.530 0.027mg/L低下 なし COD平均値 1.272 1.096 0.175mg/L低下 あり DO平均値 10.583 10.411 0.172mg/L低下 なし

標準偏差

増減

F検定

等分散P>0.05

標準偏差

増減

F検定

等分散P>0.05

標準偏差

増減

F検定

等分散P>0.05

BOD標準偏差 0.182 0.109 0.073減少 不等分散 COD標準偏差 0.006 0.005 0.001減少 等分散 DO標準偏差 1.189 0.672 0.516減少 等分散

H16-H25 H26.5- H16-H25 H26.5- H16-H25 H26.5-

T-N平均値 0.906 0.812 0.094mg/L低下 あり T-P平均値 0.012 0.011 0.0017mg/L低下 なし Chl-a平均値 2.130 2.028 0.10μg/L低下 *

標準偏差
増減

F検定
等分散P>0.05

標準偏差
増減

F検定
等分散P>0.05

標準偏差
増減

F検定
等分散P>0.05

T-N標準偏差 0.167 0.123 0.044減少 不等分散 T-P標準偏差 0.004 0.003 0.001減少 等分散 Chl-a標準偏差 0.437 0.135 0.301減少 不等分散

増減
平均値

増減 項目
平均値

項目
平均値

増減 項目

項目
平均値平均値

増減
t検定
有意差

P<0.05

項目
平均値

増減

非かんがい期

t検定

有意差
P<0.05

項目

標準偏差 標準偏差 標準偏差

増減
t検定
有意差

P<0.05

標準偏差 標準偏差 標準偏差

t検定
有意差

P<0.05

t検定

有意差
P<0.05

t検定

有意差
P<0.05
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○検定の結果、取水開始前と比べ、指標値超過の発生率に有意な差が見られたのは

BOD（発生率7.4％減少）のみであった。

４．河川水質への影響評価 （４）取水開始前後の比較
取水開始後の指標値超過の発生状況（高瀬橋：通年)

31

 BOD  COD  DO  T-N  T-P  ｸﾛﾛﾌｨﾙa

（mg/l） （mg/l） （mg/l） （mg/l） （mg/l） （μg/l）

1.09 2.23 7.16 1.30 0.03 3.92

サンプル数 120 120 120 120 120 120

超過回数 10 3 0 2 1 6

発生率 8.3% 2.5% 0.0% 1.7% 0.8% 5.0%

サンプル数 113 113 113 113 113 113

超過回数 1 2 1 0 1 2

発生率 0.9% 1.8% 0.9% 0.0% 0.9% 1.8%

△ 9 △ 1 1 △ 2 0 △ 4

-7.4% -0.7% 0.9% -1.7% 0.1% -3.2%

P:両側 0.01 1 0.485 0.498 1 0.282

P:片側 0.007 0.528 0.485 0.264 0.736 0.161

高瀬橋

指標値

H16-H25

H26.5－R5.9

超過回数差

発生率差

Fisherの

正確確率検定



４．河川水質への影響評価
（５）河川水質への影響評価まとめ

評価値対象地点：取水による減水区間にある高瀬橋地点

1)指標値の超過状況
○水質をモニタリングした８項目において、COD(８月) で指標値の超過が確認
された。R5.8月は降雨により河川流量が通常より多い期間が継続しており、柿
原取水口より上流からCOD値の高い水が流入したためと考えられる。

2)取水開始前後の指標値の超過状況
○取水開始前と比べ、指標値超過の発生率に有意な差が見られたのはBOD（発生率

7.4％減少）のみであった。
3)取水開始前後の平均値

○柿原取水前後(H26.5～)で水質の悪化を示す傾向は確認されなかった。

32



５．地下水位への影響評価
（１）評価の目的と経緯

事業実施による変化の流れ

・本事業の実施に伴い、河川水位や地下水揚
水量が変化し、地下水に影響が生じる可能性
が考えられる。

・地下水予測モデルで地下水の流動を予測した
結果、水位低下は、条件の厳しい渇水年にお
いても最大20cm程度、水位上昇は、農業用水

の汲み上げが中止される箇所の近傍で最大５
cm程度であり、『変動量はわずかである』との
結果が得られた（令和３年度）。

・取水開始後10年目となる今期は、モニタリング

調査結果を基に、取水開始前後での地下水
位の変化の有無について検討する。

33

事業の実施
（取水口の統合による河川流量の変化）

水位・水面幅の変化
流量・流速・滞留
時間の変化

・河川水位の低下によ
る地下水位低下の可
能性

・揚水停止による地下
水位上昇（回復）

・水質変化の可能性

・動植物の生息・生育
状況の変化の可能性

予測・検討の対象 予測・検討の対象

予測・検討の対象



５．地下水位への影響評価
（２）評価方法

34

調査対象 現状 モニタリング対象地域 調査地点

河川水位の変化に伴い地下水位が低
下すると予測された地域

取水による河川水位への
影響あり

柿原堰下流 東須賀

取水による河川水位への
影響なし

旧吉野川上流域
下ノ庄

中富

農業用揚水廃止に伴い地下水位が上
昇すると予測された地域

農業用揚水廃止未
藍住町徳命

～徳島市応神町
吉成

R5減水区間

地下水位モニタリング地点図



５．地下水位への影響評価
（２）評価方法

35

今年度影響評価地点

取水における減水区間
（今年度：東須賀地点）

モニタリング項目
モニタリング地点：４地点
吉野川２地点：東須賀、吉成
旧吉野川２地点：下ノ庄、中富

モニタリング頻度：計時取得
モニタリング項目：A層地下水位

〇取水開始前後の平均値
・平均値の増減及び変化の有意差検定（t検定）

今年度影響評価地点以外
（吉成、下之庄、中富）

・第十取水口供用後を踏まえ、
データ蓄積、変化傾向確認

指標値の超過状況

〇今期の指標値の超過状況
・評価地点における指標値超過の有無

〇取水開始前後の指標値の超過状況

・指標値超過発生率の増減及び変化の有意
差検定（フィッシャーの正確確率検定）



５．地下水位への影響評価 （３）地下水モニタリングの結果
今期の指標値超過の発生状況：指標値超過の有無
東須賀（河川水位低下予測地域：吉野川・減水区間）

指標値超過の発生状況

※各月の数値は、指標値との差。「+」は指標値上限の超過、「-」は指標値下限の超過を表す。
第1半旬：1日～5日、第2半旬：6日～10日、第3半旬：11日～15日、第4半旬：16日～20日、第5半旬：21日～25日、第6半旬：26日～末日

36

【東須賀指標値超過】
2月第4半旬:-2.4cm
3月第2半旬:-5.7cm
5月第2半旬:30.0cm
6月第1半旬:29.6cm
8月第3半旬:21.0cm
8月第4半旬:14.1cm



５．地下水位への影響評価 （３）地下水モニタリングの結果
今期の指標値超過の発生状況：東須賀（河川水位低下予測地域：吉野川・減水区間）

東須賀地点地下水位の変動 37

超過
（下限値）

【東須賀指標値超過】
2月第4半旬:-2.4cm
3月第2半旬:-5.7cm
5月第2半旬:30.0cm
6月第1半旬:29.6cm
8月第3半旬:21.0cm
8月第4半旬:14.1cm



５．地下水位への影響評価 （３）地下水モニタリングの結果
指標値超過と河川流量・雨量との関係：今期の指標値超過の発生状況
東須賀（河川水位低下予測地域：吉野川・減水区間）

38かんがい期非かんがい期

下限値超過期の柿原取水口取水量：最大0.5m3/s程度
（河川水位(西条大橋)への影響：１cm程度）

【東須賀指標値超過】
2月第4半旬:-2.4cm
3月第2半旬:-5.7cm
5月第2半旬:30.0cm
6月第1半旬:29.6cm
8月第3半旬:21.0cm
8月第4半旬:14.1cm

超過
（下限値）



参考：２．気象・河川流況の動向
（２）河川流況 1）今年度評価期間の動向

阿波中央橋、西条大橋、第十堰、第十新田、大寺橋の河川水位(R4.10-R5.9）
39

東須賀地点
負の指標値超過



５．地下水位への影響評価 （４）取水開始前後の比較
取水開始前後の平均値：東須賀（河川水位低下予測地域：吉野川・減水区間）
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○東須賀地点の地下水位の平均値は、非かんがい期には5cm低下、かんがい期には6cm低

下しているが、t検定の結果、有意差は確認されなかった。

① ② ① ②

H16-H25 H26.5- ＊：P<0.05 H16-H25 H26.5- ＊：P<0.05

東須賀 4.47 4.42 5cm低下 東須賀 4.95 4.89 6cm低下

非かんがい期 かんがい期

地点

平均値

平均値
増減

t検定
有意差 地点

平均値

平均値
増減

t検定
有意差

3

4

5

6

7

柿原取水前

H16-H25

柿原取水後

H26.5-R5.9

柿原取水前

H16-H25

柿原取水後

H26.5-R5.9

地
下
水
位

(m
:T

.P
.)

東須賀

非かんがい期 かんがい期



５．地下水位への影響評価 （４）取水開始前後の比較
取水開始後の指標値超過の発生状況：東須賀（河川水位低下予測地域：吉野川・減水区間）
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○事業による河川水位低下に伴う地下水位低下が予測される東須賀地点においては、取水

量が多く、取水の影響が強く表れるかんがい期において、取水後(H26.5-）に負の指標値超

過が発生したのは2回のみ。Fisherの正確確率検定による検定の結果、取水開始前後で指

標値超過発生頻度に有意差はなかった。

超過なし 超過あり 超過度 超過度の増減

取水前 H16－H25 366 366 0 0.00%

取水後 H26- 350 348 2 0.57%

超過なし 超過あり 超過度 超過度の増減

取水前 H16－H25 371 370 1 0.27%

取水後 H26- 322 297 25 7.76%
7.49pt増加

P(片側)=0.00

有意差あり

0.57pt増加
P(片側)=0.24

有意差なし

非かんがい期

データ
対象期間 N

負の指標値超過 Fisherの正確確

率検定

東須賀(河川水位低下予測地域→地下水位低下)

負の指標値超過状況：地下水位の低下

かんがい期

データ
対象期間 N

負の指標値超過 Fisherの正確確

率検定



５．地下水位への影響評価
（５）地下水位への影響評価まとめ

【影響評価：東須賀】

○取水による減水区間である東須賀地点では、かんがい期に４回、指標値（上限）の超過が

確認された。これは、降雨による吉野川本川の水位上昇が原因と考えられる。

○また２月第４半旬及び３月第２半旬に指標値（下限）の超過が確認された。指標値超過期

間における柿原取水口の取水量は最大0.5m3/s程度であり、取水による河川水位への影

響は１cm程度と非常に小さいため、取水による影響ではなく、冬季の寡雨よる河川全体

の水位低下の影響と考えられる。

〇地下水位の平均値は取水開始後にかんがい期、非かんがい期共に低下傾向であるが、
そのは差は小さく、有意差は確認されなかった。

〇負の指標値超過回数は、取水開始後、かんがい期及び非かんがい期共に増加傾向で
あるが、取水量の多いかんがい期においては2回のみの発生であり、非かんがい期
に多数発生している。

→取水による地下水位への顕著な変化は発生していないと考えられる。
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６．植生への影響評価
（１）評価の目的と経緯

事業の実施

河川流量減少

①水位・水面幅減少

④地下水位の低下

②流速の減少

③水質の悪化

生育環境の悪化生育エリアの減少
シルト付着による光

合成阻害

乾出部の増加土壌水分の低下

氾濫原植物・湿生植物への影響

滞留時間増大
植物プランクトン増加

水生植物への影響

シルト堆積

流入負荷量変化なし

植物への影響フロー インパクトレスポンス図

・柿原取水口、第十取水口からの取水により、柿原堰下流の吉野川の流量及び第十樋
門から旧吉野川への分流量が変化すると考えられる。

・平成20年度に河川環境と植物の関係性を模式図化し、取水後の河川環境予測値と植
物の生育状況を基に影響予測を実施し、植物への影響はないと推定している。

・事業による減水区間を対象としたモニタリング地点のない今年度は、モニタリング調査
の内容のみ報告する。
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６．植生への影響評価
（２）評価方法 1）モニタリング項目

調査内容 調査地点 調査項目

植生断面調査
（H15～：4地点,年4回）

・旧吉野川(23.4km地点,18.6km地点，6.4km地点)
・今切川(11.4km地点)

既設の帯状区における群落
構成種および植被率

重要な植物種(ミクリ)の
確認調査
（H15～H30：1地点,年4回）
（R1～R3：1地点,年1回)

・旧吉野川
(●●●付近：ミクリの確認地点)

ミクリの個体数と生育状況
及び確認位置、生育地の環
境条件

植物モニタリング地点図

モニタリング調査項目

44

■植生断面調査：旧吉野川、今切川
減水区間のモニタリング地点：なし

■重要な植物種ミクリについては、
平成30年7月以降、対象個体群が消失。

R5減水区間



６．植生への影響評価
（２）評価方法 2）評価対象種の選定と比較検証

影響評価過程模式図 45



６．植生への影響評価
（２）評価方法 2）評価対象種の選定と比較検証

河
川
水
位
低
下

流
速
減
少

水
質
変
化

地
下
水
位
低
下

評価対象種（43種）

水生
植物

○ ○ ○ －

ジュズダマ、クサヨシ、ヨシ、ツルヨシ、マコモ、ミク
リ、ヒメガマ、ガマ、マツモ、フサモ、オオカナダモ、
コカナダモ、クロモ、セキショウモ、センニンモ、ササ
バモ、ホソバミズヒキモ、イバラモ、ホテイアオイ、ボ
タンウキクサ、アオウキクサ、ウキクサ、コオニビシ
23種

氾濫原
植物
（湿生
植物）

○ － － ○

トクサ、イヌドクサ、シロバナサクラタデ、オオイヌタ
デ、イヌタデ、サデクサ、イシミカワ、ボントクタデ、
ママコノシリヌグイ、ミゾソバ、コギシギシ、コイヌガ
ラシ、セリ、ヌマトラノオ、ミゾコウジュ、カワヂシャ、
カヤツリグサ、テンツキ、ヒデリコ、サンカクイ 20種

対象種
注：種名(和名) レッドリスト記載種を赤字、外来種を青字で示す。
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参考レッドリスト：絶滅のおそれのある野生生物の種のリスト（環境省,2020）,徳島県版レッドリスト(徳島県,2014)


	siryo03.pdf
	スライド 18: ３．河川流況・気象の動向 （２）河川流況　 3）過年との比較　吉野川本川
	スライド 19: ３．河川流況・気象の動向 （２）河川流況　 3）過年との比較　旧吉野川
	スライド 20: ３．河川流況・気象の動向 （２）河川流況　 3）過年との比較　旧吉野川
	スライド 21: ４．河川水質への影響評価 （１）評価の目的と経緯
	スライド 22: ４．河川水質への影響評価 （２）評価方法
	スライド 23: ４．河川水質への影響評価 （２）評価方法
	スライド 24: ４．河川水質への影響評価 （２）評価方法　1)指標値の設定
	スライド 25: ４．河川水質への影響評価　 （３）水質モニタリングの結果 今期の指標値超過の発生状況
	スライド 26: ４．河川水質への影響評価　 （３）水質モニタリングの結果 高瀬橋：BOD、COD、DO
	スライド 27: ４．河川水質への影響評価　 （３）水質モニタリングの結果 高瀬橋：T-N、T-P、クロロフィルa
	スライド 28: ４．河川水質への影響評価　 （３）水質モニタリングの結果 高瀬橋地点における指標値超過要因の考察：COD
	スライド 29: ４．河川水質への影響評価　 （４）取水開始前後の比較 取水開始前後の平均値（高瀬橋：かんがい期)
	スライド 30: ４．河川水質への影響評価　（４）取水開始前後の比較 取水開始前後の平均値（高瀬橋：非かんがい期)
	スライド 31: ４．河川水質への影響評価　 （４）取水開始前後の比較 取水開始後の指標値超過の発生状況（高瀬橋：通年)
	スライド 32
	スライド 33: ５．地下水位への影響評価 （１）評価の目的と経緯
	スライド 34: ５．地下水位への影響評価 （２）評価方法
	スライド 35: ５．地下水位への影響評価 （２）評価方法
	スライド 36: ５．地下水位への影響評価　 （３）地下水モニタリングの結果 今期の指標値超過の発生状況：指標値超過の有無 東須賀（河川水位低下予測地域：吉野川・減水区間）
	スライド 37: ５．地下水位への影響評価　（３）地下水モニタリングの結果　 今期の指標値超過の発生状況：東須賀（河川水位低下予測地域：吉野川・減水区間）
	スライド 38: ５．地下水位への影響評価　（３）地下水モニタリングの結果　 指標値超過と河川流量・雨量との関係：今期の指標値超過の発生状況 東須賀（河川水位低下予測地域：吉野川・減水区間）
	スライド 39: 参考：２．気象・河川流況の動向 （２）河川流況　 1）今年度評価期間の動向
	スライド 40: ５．地下水位への影響評価　（４）取水開始前後の比較 取水開始前後の平均値：東須賀（河川水位低下予測地域：吉野川・減水区間）
	スライド 41: ５．地下水位への影響評価　 （４）取水開始前後の比較 取水開始後の指標値超過の発生状況：東須賀（河川水位低下予測地域：吉野川・減水区間）
	スライド 42: ５．地下水位への影響評価 （５）地下水位への影響評価まとめ
	スライド 43: ６．植生への影響評価 （１）評価の目的と経緯
	スライド 44: ６．植生への影響評価 （２）評価方法　1）モニタリング項目
	スライド 45: ６．植生への影響評価 （２）評価方法　2）評価対象種の選定と比較検証
	スライド 46: ６．植生への影響評価 （２）評価方法　2）評価対象種の選定と比較検証


